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【補正の内容】
【００６２】
　以下、本構成の効果を例示する。
　上述した故障検出装置３では、制御回路３２の少なくとも一部が信号出力部３２Ａとし
て機能し、共通信号線７１を介して検査用指示信号（複数の異常検出回路４２，５２，６
２に対して異常時の動作を指示する信号）を出力する。そして、信号分配部７２は、制御
回路３２から共通信号線７１に出力された検査用指示信号を複数の分岐信号線７２Ａ，７
２Ｂ，７２Ｃによって各々の異常検出回路４２，５２，６２に伝送する。このような構成
であるため、実際には各異常検出回路４２，５２，６２による検出対象位置に異常が生じ
ていないときでも複数の異常検出回路４２，５２，６２に異常時の動作を行わせることが
できる。更に制御回路３２の少なくとも一部が判定部３２Ｂとして機能し、検査用指示信
号の出力時に複数の異常検出回路４２，５２，６２から出力される信号に基づき、各々の
異常検出回路４２，５２，６２が故障であるか否かをそれぞれ判定することができる。し
かも、複数の異常検出回路４２，５２，６２に対して一斉に異常時の動作を指示すること
ができ、これら異常検出回路４２，５２，６２に検査用の動作を迅速に行わせることがで
きるため、複数の異常検出回路４２，５２，６２の少なくともいずれかにおいて故障が生
じているか否かを、より短時間で判定することができる。
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